
本庄市長定例記者会見（令和７年 12 月 18 日）            資料№14 

 

企画展「養蚕家が見た欧州－『明治二十二年三月十日欧行日記』より－」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○添付資料 （チラシ１部） 

 

問合せ先 

○本件記事に関すること 教育委員会事務局 文化財保護課 担当：松浦  

                       電話：０４９５（７１）６８７８ 

○広報全般に関すること 企画財政部 広報課 担当：谷田部 

                      電話：０４９５（２５）１１５５ 

○会  期：令和７年 12 月６日㈯～令和８年３月２日㈪ 

○会  場：旧本庄商業銀行煉瓦倉庫１階展示スペース 

○開館時間：午前９時～午後７時 

○休 館 日：12 月 29 日㈪～１月３日㈯ 

〇入 館 料：無料 

〇備  考：【主な展示資料】・明治二十二年三月十日欧行日記（本庄市蔵） 

             ・木村九蔵が欧行の際に使用した鞄（本庄市蔵） 

・木村九蔵からの書簡（本庄市蔵） 

・伊仏視察員集合写真（本庄市蔵） 

パリ万国博覧会が開催された明治 22

（1889）年、日本では国内の蚕糸業が抱える

諸問題への対応のため、イタリア・フランス

の状況を視察するため、蚕糸業関係者を現地

へ派遣することになりました。競進社社長の

木村九蔵も視察員に選ばれ、農商務大臣井上

馨の命により、イタリアとフランスへ蚕糸業

の状況視察に向かいました。 

本企画展では、木村九蔵が書き記した『明

治二十二年三月十日欧行日記』を中心に木村

九蔵のイタリア・フランス視察に関連する資

料を展示し、木村九蔵の視察の様子と帰国後

の活動について紹介します。 






